
出展した切り花の状況 

ベストフラワー（優秀賞） 

（國枝バラ園） 

JFS受賞のロゴマーク（例） 

グラジオラス「常陸はなよめ」が「ジャパンフラワーセレクション 2014」で入賞！ 

 

 11月 17日（月）に東京都中央卸売市場大田市場花き部において、ジャパンフラワーセレクション 2014秋審

査会が開催され、本県育成のグラジオラス「常陸はなよめ」が切花部門で見事入賞しました。 

ジャパンフラワーセレクション（JFS）は、2006年からスタートした日本で唯一の花きの新品種認定事業です

（一財日本花普及センター主催）。「いい花の新基準」を合言葉に、毎年次々と市場に投入される新品種の中から、

公正な審査により消費者へ業界として自信をもって推奨できる品種を選定し、「JFS 受賞品種」として発表して

います。 

 

１ 審査・受賞について 

 ・市場関係者、小売り店代表、学識経験者など各界を代表する5名以上の審査員に 

より審査され、10点満点の平均点で7.0以上を獲得し入賞した品種に授与されます。 

 ・受賞品種は、認定登録を経て専用のロゴマーク（JFSマーク）（下図）を付けて 

販売することができます。 

 ・他県からもここ数年積極的な出品がみられ、これまでに神奈川県、秋田県、石川県、

島根県等の育成品種が入賞しています。 

 

２ 「常陸はなよめ」育成のねらいと特長について 

・本県のグラジオラスは、球根生産で全国第1位、切花生産で全国第2位に位置する

重要な花き品目です。近年の輸入球根の自由化等に対応し、また産地活性化を図る

ため、市場性の高い花色を有する本県オリジナル品種の育成を進めてきました。 

 ・「常陸はなよめ」は、平成11年に「富士の雪」と「ハイスタイル」の交配組合せで

得られた実生個体から、上品なピンク色の花色に着目して選抜し、平成 24年 1月

に品種登録されました。 

・特長は以下のとおりです。 

①花色は上品なピンク色で、白の条斑とぼかしが入ります。 

②大輪系で、フラワースタンド等の業務需要が期待できます。 

③病害に強く作りやすく、球根増殖率も優れています。 

④市場からは、花色、商品性に高い評価を得ています。 

 

 今回の JFS2014 秋審査会における入賞は、花き業界において「常陸はなよめ」の PR に大きく貢献できるも

のと思われます。今後は、産地の生産者が今回の受賞結果とJFS認定のロゴマークを上手に活用して有利販売で

きるよう、産地振興課や農林事務所経営・普及部門と連携を図りながら、産地の活性化に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

  


